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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信モジュールが設けられた１つのスマート電力メーターを利用して複数の電気設
備に対して電力使用量を統計し、無線通信モジュールが設けられた各スマートスイッチの
それぞれが前記複数の電気設備の中の１つ或いは複数に接続され、各前記スマートスイッ
チのいずれも前記スマート電力メーターに接続される電力使用量統計方法であって、
　設定したサンプリング間隔時間で前記スマート電力メーターの計量値及び前記スマート
スイッチの状態を間隔的にサンプリングし、前記スマート電力メーターの計量値及び前記
スマートスイッチの状態を含む電力パラメータ群を数組取得するステップと、
　前記数組の電力パラメータ群の一部或いは全部に基づいて、各前記スマートスイッチご
とに対応する電気設備自体の平均パワーを特定するステップと、
　前記設定したサンプリング間隔時間で前記スマート電力メーターの計量値及び前記スマ
ートスイッチの状態を間隔的にサンプリングし、前記スマート電力メーターの計量値及び
前記スマートスイッチの状態を含む電力パラメータ群を数組取得する前に、前記スマート
スイッチをオンするための当該スマートスイッチに対応するオン指令があるか否かを検出
するステップと、
　前記オン指令を検出した場合に、前記スマートスイッチをオンするとともに、オンした
前記スマートスイッチに一対一で設置されたタイマーが計時を開始するように制御するス
テップと、
　前記設定したサンプリング間隔時間で前記スマート電力メーターの計量値及び前記スマ
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ートスイッチの状態を間隔的にサンプリングし、前記スマート電力メーターの計量値及び
前記スマートスイッチの状態を含む電力パラメータ群を数組取得するとともに、前記スマ
ートスイッチをオフするための当該スマートスイッチに対応するオフ指令があるか否かを
検出するステップと、
　前記オフ指令を検出した場合に、前記スマートスイッチをオフするとともに、オフした
前記スマートスイッチに対応する前記タイマーが計時を停止するように制御するステップ
と、
　設定した統計時間の終了時刻になったか否かを検出し、前記統計時間の終了時刻になっ
た場合、前記タイマーの計量値を読み取り、前記タイマーの計量値に基づいて、各前記ス
マートスイッチごとに対応する電気設備自体の作動時間を特定するステップと、
　各前記スマートスイッチごとに対応する電気設備自体の作動時間及び各前記スマートス
イッチごとに対応する電気設備自体の前記平均パワーに基づいて、前記統計時間内に各前
記スマートスイッチごとに対応する電気設備自体の電力使用量を特定するステップと、
　を含むことを特徴とする電力使用量統計方法。
【請求項２】
　前記数組の電力パラメータ群の一部或いは全部に基づいて、各前記スマートスイッチご
とに対応する電気設備自体の平均パワーを特定するステップは、
　前記数組の電力パラメータ群の中から、連続的にサンプリングして得られ且つ各前記ス
マートスイッチの状態が変化していない第１電力パラメータを少なくとも２組選択するス
テップと、
　前記第１電力パラメータにおける前記スマート電力メーターの計量値に基づいて、前記
第１電力パラメータの中、状態がオンである全ての前記スマートスイッチに対応する全て
の電気設備を全体とする第１全体平均パワーを特定するステップと、
　前記数組の電力パラメータ群の中から、連続的にサンプリングして得られ、且つ各前記
スマートスイッチの状態が変化していなく、少なくとも１つのスマートスイッチの状態が
前記第１電力パラメータ中の対応する前記スマートスイッチの状態と異なる第２電力パラ
メータを少なくとも２組選択するステップと、
　前記第２電力パラメータにおける前記スマート電力メーターの計量値に基づいて、前記
第２電力パラメータの中、状態がオンである全ての前記スマートスイッチに対応する全て
の電気設備を全体とする第２全体平均パワーを特定するステップと、
　前記第１全体平均パワー及び前記第２全体平均パワーに基づいて、前記第１電力パラメ
ータと前記第２電力パラメータの中、状態の変化した前記スマートスイッチごとに対応す
る電気設備自体の平均パワーを特定するステップと、
　を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記設定したサンプリング間隔時間で前記スマート電力メーターの計量値及び前記スマ
ートスイッチの状態を間隔的にサンプリングし、電力パラメータ群を数組取得するステッ
プは、
　第１サンプリング時間内に各前記スマートスイッチの状態を維持するように制御し、前
記設定したサンプリング間隔時間で前記スマート電力メーターの計量値を間隔的にサンプ
リングし、少なくとも第１計量値及び第２計量値を取得するステップと、
　少なくとも１つの前記スマートスイッチの状態が前記第１サンプリング時間内の対応す
るスマートスイッチの状態と異なる第２サンプリング時間内に、各前記スマートスイッチ
の状態を維持するように制御し、前記設定したサンプリング間隔時間で前記スマート電力
メーターの計量値を間隔的サンプリングし、少なくとも第３計量値及び第４計量値を取得
するステップと、
　を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記数組の電力パラメータ群の一部或いは全部に基づいて、各前記スマートスイッチご
とに対応する電気設備自体の平均パワーを特定するステップは、
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　前記第１計量値、前記第２計量値及び前記第１サンプリング時間に基づいて、オン状態
である全ての前記スマートスイッチに対応する全ての電気設備を全体とする第１全体平均
パワーを特定するステップと、
　前記第３計量値、前記第４計量値及び前記第２サンプリング時間に基づいて、オン状態
である全ての前記スマートスイッチに対応する全ての電気設備を全体とする第２全体平均
パワーを特定するステップと、
　前記第１全体平均パワー及び前記第２全体平均パワーに基づいて、前記第２サンプリン
グ時間内と前記第１サンプリング時間内とで、状態の変化した前記スマートスイッチごと
に対応する電気設備自体の平均パワーを特定するステップと、
　を含むことを特徴とする請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　無線通信モジュールが設けられた１つのスマート電力メーターを利用して複数の電気設
備に対して電力使用量を統計し、無線通信モジュールが設けられた各スマートスイッチの
それぞれが前記複数の電気設備の中の１つ或いは複数に接続され、各前記スマートスイッ
チのいずれも前記スマート電力メーターに接続される電力使用量統計装置であって、
　設定したサンプリング間隔時間で、無線通信モジュールが設けられた前記スマート電力
メーターの計量値及び無線通信モジュールが設けられた前記スマートスイッチの状態を間
隔的にサンプリングし、前記スマート電力メーターの計量値及び前記スマートスイッチの
状態を含む電力パラメータ群を数組取得するためのサンプリングモジュールと、
　前記数組の電力パラメータ群の一部或いは全部に基づいて、各前記スマートスイッチご
とに対応する電気設備自体の平均パワーを特定するためのパワー特定モジュールと、
　設定した統計時間内に各前記スマートスイッチごとに対応する電気設備自体の作動時間
を特定するための時間特定モジュールと、
　各前記スマートスイッチごとに対応する電気設備自体の作動時間及び各前記スマートス
イッチごとに対応する電気設備自体の前記平均パワーに基づいて、前記統計時間内に各前
記スマートスイッチごとに対応する電気設備自体の電力使用量を特定するための電力特定
モジュールと、を備え、
　前記時間特定モジュールは、検出ユニット、オンユニット、オフユニット、及び処理ユ
ニットを備え、
　前記検出ユニットは、前記サンプリングモジュールが設定したサンプリング間隔時間で
前記スマート電力メーターの計量値及び前記スマートスイッチの状態を間隔的にサンプリ
ングし、前記スマート電力メーターの計量値及び前記スマートスイッチの状態を含む電力
パラメータ群を数組取得する前に、前記スマートスイッチをオンするための当該スマート
スイッチに対応するオン指令があるか否かを検出し、
　前記オンユニットは、前記オン指令を検出した場合に、前記スマートスイッチをオンす
るとともに、オンした前記スマートスイッチに一対一で設置されたタイマーが計時を開始
するように制御し、
　前記検出ユニットは、さらに、前記サンプリングモジュールが設定したサンプリング間
隔時間で前記スマート電力メーターの計量値及び前記スマートスイッチの状態を間隔的に
サンプリングし、前記スマート電力メーターの計量値及び前記スマートスイッチの状態を
含む電力パラメータ群を数組取得するとともに、前記スマートスイッチをオフするための
当該スマートスイッチに対応するオフ指令があるか否かを検出し、
　前記オフユニットは、前記オフ指令を検出した場合に、前記スマートスイッチをオフす
るとともに、オフした前記スマートスイッチに対応する前記タイマーが計時を停止するよ
うに制御し、
　前記処理ユニットは、前記統計時間の終了時刻になったか否かを検出し、前記統計時間
の終了時刻になった場合、前記タイマーの計量値を読み取り、前記タイマーの計量値に基
づいて、各前記スマートスイッチごとに対応する電気設備自体の作動時間を特定すること
を特徴とする電力使用量統計装置。
【請求項６】
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　前記パワー特定モジュールは、
　前記数組の電力パラメータ群の中から、連続的にサンプリングして得られ、且つ各前記
スマートスイッチ自体の状態が変化していない第１電力パラメータを少なくとも２組選択
するための第１選択ユニットと、
　前記第１電力パラメータにおける前記スマート電力メーターの計量値に基づいて、前記
第１電力パラメータの中、状態がオンである全ての前記スマートスイッチに対応する全て
の電気設備を全体とする第１全体平均パワーを特定するための第１特定ユニットと、
　前記数組の電力パラメータ群の中から、連続的にサンプリングして得られ、且つ各前記
スマートスイッチ自体の状態が変化していなく、少なくとも１つのスマートスイッチの状
態が前記第１電力パラメータの中の対応する前記スマートスイッチの状態と異なる第２電
力パラメータを少なくとも２組選択するための第２選択ユニットと、
　前記第２電力パラメータにおける前記スマート電力メーターの計量値に基づいて、前記
第２電力パラメータの中、状態がオンである全ての前記スマートスイッチに対応する全て
の電気設備を全体とする第２全体平均パワーを特定するための第２特定ユニットと、
　前記第１全体平均パワー及び前記第２全体平均パワーに基づいて、前記第１電力パラメ
ータと前記第２電力パラメータの中、状態の変化した前記スマートスイッチごとに対応す
る電気設備自体の平均パワーを特定するための第３特定ユニットと、を備えることを特徴
とする請求項５に記載の装置。
【請求項７】
　前記サンプリングモジュールは、
　第１サンプリング時間内に各前記スマートスイッチ自体の状態を維持するように制御し
、前記設定したサンプリング間隔時間で前記スマート電力メーターの計量値を間隔的にサ
ンプリングし、少なくとも第１計量値及び第２計量値を取得するための第１制御ユニット
と、
　少なくとも１つの前記スマートスイッチの状態が前記第１サンプリング時間内のスマー
トスイッチの状態と異なる第２サンプリング時間内に、各前記スマートスイッチ自体の状
態を維持するように制御し、前記設定したサンプリング間隔時間で前記スマート電力メー
ターの計量値を間隔的サンプリングし、少なくとも第３計量値及び第４計量値を取得する
ための第２制御ユニットと、
　を備えることを特徴とする請求項５に記載の装置。
【請求項８】
　前記第１特定ユニットは、さらに、前記第１計量値、前記第２計量値及び前記第１サン
プリング時間に基づいて、オン状態である前記スマートスイッチに対応する全ての電気設
備を全体とする第１全体平均パワーを特定し、
　前記第２特定ユニットは、さらに、前記第３計量値、前記第４計量値及び前記第２サン
プリング時間に基づいて、オン状態である前記スマートスイッチに対応する全ての電気設
備を全体とする第２全体平均パワーを特定し、
　前記第３特定ユニットは、さらに、前記第１全体平均パワー及び前記第２全体平均パワ
ーに基づいて、前記第２サンプリング時間内と前記第１サンプリング時間内とで、状態の
変化した前記スマートスイッチごとに対応する電気設備自体の平均パワーを特定すること
を特徴とする請求項７に記載の装置。
【請求項９】
　無線通信モジュールが設けられた１つのスマート電力メーターを利用して複数の電気設
備に対して電力使用量を統計し、無線通信モジュールが設けられた各スマートスイッチの
それぞれが前記複数の電気設備の中の１つ或いは複数に接続され、各前記スマートスイッ
チのいずれも前記スマート電力メーターに接続される電力使用量統計装置であって、
　プロセッサーと、
　プロセッサーの実行可能な指令を記憶するためのメモリーと、を含み、
　前記プロセッサーは、
　設定したサンプリング間隔時間で、無線通信モジュールが設けられた前記スマート電力
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メーターの計量値及び無線通信モジュールが設けられた前記スマートスイッチの状態を間
隔的にサンプリングし、前記スマート電力メーターの計量値及び前記スマートスイッチの
状態を含む電力パラメータ群を数組取得し、
　前記数組の電力パラメータ群の一部或いは全部に基づいて、各前記スマートスイッチご
とに対応する電気設備自体の平均パワーを特定し、
　設定した統計時間内に各前記スマートスイッチごとに対応する電気設備自体の作動時間
を特定し、
　各前記スマートスイッチごとに対応する電気設備自体の作動時間及び各前記スマートス
イッチごとに対応する電気設備自体の前記平均パワーに基づいて、前記統計時間内に各前
記スマートスイッチごとに対応する電気設備自体の電力使用量を特定することを特徴とす
る電力使用量統計装置。
【請求項１０】
　１つのスマート電力メーター、複数のスマートスイッチ、及び１つの端末とを含み、各
前記スマートスイッチは、１つ或いは複数の電気設備に接続され、各前記スマートスイッ
チは、いずれも前記スマート電力メーターに接続され、各前記スマートスイッチと前記ス
マート電力メーターは、前記端末に無線接続され、前記端末内には、請求項５～９の何れ
か一項に記載の電力使用量統計装置が設けられていることを特徴とする電力使用量統計シ
ステム。
【請求項１１】
　プロセッサに実行されることにより、請求項１乃至４のいずれか１項に記載の電力使用
量統計方法を実現することを特徴とするプログラム。
【請求項１２】
　請求項１１に記載のプログラムが記録された記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【相互参照】
【０００１】
　本願は、出願番号がＣＮ２０１４１０２３８９１０．３であって、出願日が２０１４年
５月３０日である中国特許出願に基づき優先権を主張し、当該中国特許出願のすべての内
容を本願に援用する。
【技術分野】
【０００２】
　本開示はスマートホーム分野に関し、特に、電力使用量統計方法、電力使用量統計装置
、電力使用量統計システム、プログラム及び記録媒体に係る。
【背景技術】
【０００３】
　スマートホームシステムにおいて、一般的に、制御センターが各接続デバイスに対して
制御及びサーチを行う必要がある。そのため、制御センター及び全ての接続デバイスは、
常に通電状態を保持しなければならない。スマートホームシステムにおいて、常に各接続
デバイスの消費電力の状況を確認するように、全ての接続デバイスのそれぞれに対して電
力使用量の統計及び分析を行うのは、必要不可欠なことである。
【０００４】
　従来技術において、電力メーター付きスイッチは、当該スイッチにより制御されるデバ
イスの電力使用量を統計することに用いられることができる。スマートホームシステムに
おいて、各接続デバイスにこのような電力メーター付きスイッチを搭載することで各接続
デバイスの電力使用量をモニターすることができ、そして、ユーザは、各電力メーターの
計測値を読み取り、各接続デバイスの消費電力の状況を統計して、分析することができる
。
【０００５】
　しかしながら、上記形態において、接続デバイスと電力メーター付きスイッチとは、１
対１となり、即ち、Ｎ個の接続デバイスを統計するにはＮ個の電力メーター付きスイッチ
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、即ちＮ個の電力メーターを取り付ける必要があり、使用する電力メーターの数が多く、
ある程度の無駄が生じ、また人手で各電力メーターの計量値を読み取った後、対応的に統
計を行う必要があるため、ユーザの手間をかかるだけでなく、操作も煩雑である。
【発明の概要】
【０００６】
　従来技術に存在する問題を克服するために、本発明は電力使用量統計方法、電力使用量
統計装置、電力使用量統計システム、プログラム及び記録媒体を提供する。
【０００７】
　本開示の実施例の第１方面によれば、電力使用量統計方法を提供し、１つのスマート電
力メーターを利用して複数の電気設備に対して電力使用量を統計し、各スマートスイッチ
のそれぞれが前記複数の電気設備の中の１つ或いは複数に接続され、各前記スマートスイ
ッチのいずれも前記スマート電力メーターに接続される電力使用量統計方法であって、
【０００８】
　設定したサンプリング間隔時間で前記スマート電力メーターの計量値及び前記スマート
スイッチの状態を間隔的にサンプリングし、前記スマート電力メーターの計量値及び前記
スマートスイッチの状態を含む電力パラメータ群を数組取得するステップと、
【０００９】
　前記数組の電力パラメータ群の一部或いは全部に基づいて、各前記スマートスイッチの
平均パワーを特定するステップと、
【００１０】
　設定した統計時間内に各前記スマートスイッチの作動時間を特定するステップと、
　各前記スマートスイッチの作動時間及び各前記スマートスイッチの前記平均パワーに基
づいて、前記統計時間内に各前記スマートスイッチの電力使用量を特定するステップと、
を含む。
【００１１】
　選択的に、前記数組の電力パラメータ群の一部或いは全部に基づいて、各前記スマート
スイッチの平均パワーを特定するステップは、
　前記数組の電力パラメータ群の中から、連続的にサンプリングして得られ且つ各前記ス
マートスイッチの状態が変化していない第１電力パラメータを少なくとも２組選択するス
テップと、
　前記第１電力パラメータにおける前記スマート電力メーターの計量値に基づいて、前記
第１電力パラメータの中、状態がオンである前記スマートスイッチの第１全体平均パワー
を特定するステップと、
　前記数組の電力パラメータ群の中から、連続的にサンプリングして得られ、且つ各前記
スマートスイッチの状態が変化していなく、少なくとも１つのマートスイッチの状態が前
記第１電力パラメータ中の対応する前記スマートスイッチの状態と異なる第２電力パラメ
ータを少なくとも２組選択するステップと、
　前記第２電力パラメータにおける前記スマート電力メーターの計量値に基づいて、前記
第２電力パラメータの中、状態がオンである前記スマートスイッチの第２全体平均パワー
を特定するステップと、
　前記第１全体平均パワー及び前記第２全体平均パワーに基づいて、前記第１電力パラメ
ータと前記第２電力パラメータの中、状態の変化した前記スマートスイッチの平均パワー
を特定するステップと、を含む。
【００１２】
　選択的に、前記設定したサンプリング間隔時間で前記スマート電力メーターの計量値及
び前記スマートスイッチの状態を間隔的にサンプリングし、電力パラメータ群を数組取得
するステップは、
　第１サンプリング時間内に各前記スマートスイッチの状態をそのまま維持するように制
御し、前記設定したサンプリング間隔時間で前記スマート電力メーターの計量値を間隔的
にサンプリングし、第１計量値を取得するステップと、
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　少なくとも１つの前記スマートスイッチの状態が前記第一の第１サンプリング時間内の
対応するスマートスイッチの状態と少なくとも一つが異なる第２サンプリング時間内に、
各前記スマートスイッチの状態をそのまま維持するように制御し、前記設定したサンプリ
ング間隔時間で前記スマート電力メーターの計量値を間隔的サンプリングし、第２計量値
を取得するステップと、を含む。
【００１３】
　選択的に、前記数組の電力パラメータ群の一部或いは全部に基づいて、各前記スマート
スイッチの平均パワーを特定するステップは、
　前記第１計量値及び前記第１サンプリング時間に基づいて、オン状態である前記スマー
トスイッチの第１全体平均パワーを特定するステップと、
　前記第２計量値及び前記第２サンプリング時間に基づいて、オン状態である前記スマー
トスイッチの第２全体平均パワーを特定するステップと、
　前記第１全体平均パワー及び前記第２全体平均パワーに基づいて、前記第２サンプリン
グ時間内と前記第１サンプリング時間内、状態の変化した前記スマートスイッチの平均パ
ワーを特定するステップとを含む。
【００１４】
　選択的に、前記設定した統計時間内に各前記スマートスイッチの作動時間を特定するス
テップは、
　各前記スマートスイッチをオンするためのオン指令があるか否かを検出するステップと
、
　前記オン指令を検出した場合に、前記スマートスイッチをオンするとともに、オンした
前記スマートスイッチに一対一で設置されたタイマーが計時を開始するように制御するス
テップと、
　各前記スマートスイッチをオフするためのオフ指令があるか否かを検出するステップと
、
　前記オフ指令を検出した場合に、前記スマートスイッチをオフするとともに、オフした
前記スマートスイッチに対応する前記タイマーが計時を停止するように制御するステップ
と、
【００１５】
　前記統計時間の終了時刻になったか否かを検出し、前記統計時間の終了時刻になった場
合、前記タイマーの計量値を読み取り、前記タイマーの計量値に基づいて、各前記スマー
トスイッチの作動時間を特定するステップと、を含む。
【００１６】
　本開示の実施例の第２方面によれば、電力使用量統計装置を提供し、前記電力使用量統
計装置は、設定したサンプリング間隔時間で前記スマート電力メーターの計量値及び前記
スマートスイッチの状態を間隔的にサンプリングし、前記スマート電力メーターの計量値
及び前記スマートスイッチの状態を含む電力パラメータ群を数組取得するためのサンプリ
ングモジュールと、
　前記数組の電力パラメータ群の一部或いは全部に基づいて、各前記スマートスイッチの
平均パワーを特定するためのパワー特定モジュールと、
　設定した統計時間内に各前記スマートスイッチの作動時間を特定するための時間特定モ
ジュールと、
【００１７】
　各前記スマートスイッチの作動時間及び各前記スマートスイッチの前記平均パワーに基
づいて、前記統計時間内に各前記スマートスイッチの電力使用量を特定するための電力特
定モジュールと、を備える。
【００１８】
　さらに、前記パワー特定モジュールは、
　前記数組の電力パラメータ群の中から、連続的にサンプリングして得られ、且つ各前記
スマートスイッチの状態が変化していない第１電力パラメータを少なくとも２組選択する
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ための第１選択ユニットと、
　前記第１電力パラメータにおける前記スマート電力メーターの計量値に基づいて、前記
第１電力パラメータの中、状態がオンである前記スマートスイッチの第１全体平均パワー
を特定するための第１特定ユニットと、
　前記数組の電力パラメータ群の中から、連続的にサンプリングして得られ、且つ各前記
スマートスイッチの状態が変化していなく、少なくとも１つのマートスイッチの状態が前
記第１電力パラメータの中の対応する前記スマートスイッチの状態と異なる第２電力パラ
メータを少なくとも２組選択するための第２選択ユニットと、
　前記第２電力パラメータにおける前記スマート電力メーターの計量値に基づいて、前記
第２電力パラメータの中、状態がオンである前記スマートスイッチの第２全体平均パワー
を特定するための第２特定ユニットと、
【００１９】
　前記第１全体平均パワー及び前記第２全体平均パワーに基づいて、前記第１電力パラメ
ータと前記第２電力パラメータの中、状態の変化した前記スマートスイッチの平均パワー
を特定するための第３特定ユニットと、を備える。
【００２０】
　選択的に、前記サンプリングモジュールは、
　第１サンプリング時間内に各前記スマートスイッチの状態をそのまま維持するように制
御し、前記設定したサンプリング間隔時間で前記スマート電力メーターの計量値を間隔的
にサンプリングし、第１計量値を取得するための第１制御ユニットと、
【００２１】
　少なくとも１つの前記スマートスイッチの状態が前記第１サンプリング時間内のスマー
トスイッチの状態と異なる第２サンプリング時間内に、各前記スマートスイッチの状態を
そのまま維持するように制御し、前記設定したサンプリング間隔時間で前記スマート電力
メーターの計量値を間隔的サンプリングし、第２計量値を取得するための第２制御ユニッ
トと、を備える。
　さらに、前記第１特定ユニットは、さらに、前記第１計量値及び前記第１サンプリング
時間に基づいて、オン状態である前記スマートスイッチの第１全体平均パワーを特定し、
　前記第２特定ユニットは、さらに、前記第２計量値及び前記第２サンプリング時間に基
づいて、オン状態である前記スマートスイッチの第２全体平均パワーを特定し、
【００２２】
　前記第３特定ユニットは、さらに、前記第１全体平均パワー及び前記第２全体平均パワ
ーに基づいて、前記第２サンプリング時間内と前記第１サンプリング時間内、状態の変化
した前記スマートスイッチの平均パワーを特定する。
【００２３】
　選択的に、前記時間特定モジュールは、検出ユニット、オンユニット、オフユニット、
及び処理ユニットを備え、
　前記検出ユニットは、各前記スマートスイッチをオンするためのオン指令があるか否か
を検出し、
　前記オンユニットは、前記オン指令を検出した場合に、前記スマートスイッチをオンす
るとともに、オンした前記スマートスイッチに一対一で設置されたタイマーが計時を開始
するように制御し、
　前記検出ユニットは、さらに、各前記スマートスイッチをオフするためのオフ指令があ
るか否かを検出し、
　前記オフユニットは、前記オフ指令を検出した場合に、前記スマートスイッチをオフす
るとともに、オフした前記スイッチに対応する前記タイマーが計時を停止するように制御
し、
【００２４】
　前記処理ユニットは、前記統計時間の終了時刻になったか否かを検出し、前記統計時間
の終了時刻になった場合、前記タイマーの計量値を読み取り、前記タイマーの計量値に基
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づいて、各前記スマートスイッチの作動時間を特定する。
【００２５】
　本開示の実施例の第３方面によれば、電力使用量統計装置を提供し、前記電力使用量統
計装置は、
【００２６】
　プロセッサーと、
【００２７】
　プロセッサーの実行可能な指令を記憶するためのメモリーと、を含み、
【００２８】
　前記プロセッサーは、
　設定したサンプリング間隔時間で前記スマート電力メーターの計量値及び前記スマート
スイッチの状態を間隔的にサンプリングし、前記スマート電力メーターの計量値及び前記
スマートスイッチの状態を含む電力パラメータ群を数組取得し、
　前記数組の電力パラメータ群の一部或いは全部に基づいて、各前記スマートスイッチの
平均パワーを特定し、
　設定した統計時間内に各前記スマートスイッチの作動時間を特定し、
【００２９】
　各前記スマートスイッチの作動時間及び各前記スマートスイッチの前記平均パワーに基
づいて、前記統計時間内に各前記スマートスイッチの電力使用量を特定する。
【００３０】
　本開示の実施例の第４方面によれば、電力使用量統計システムを提供し、前記システム
は、
【００３１】
　１つのスマート電力メーター、複数のスマートスイッチ、及び１つの端末とを含み、各
前記スマートスイッチは、１つ或いは複数の電気設備に接続され、各前記スマートスイッ
チは、いずれも前記スマート電力メーターに接続され、各前記スマートスイッチと前記ス
マート電力メーターは、前記端末に無線接続され、前記端末内には、本開示の実施例の第
２方面と第３方面に記載の電力使用量統計装置が設けられている。
【００３２】
　本開示実施例の第５方面によれば、プロセッサに実行されることにより、前記電力使用
量統計方法を実現するプログラムを提供する。
【００３３】
　本開示実施例の第６方面によれば、前記プログラムを記録した記録媒体を提供する。
【００３４】
　本開示の実施例にかかる技術案は、以下の有益な効果を含む。
【００３５】
　設定したサンプリング間隔時間を用いて複数の電力パラメータ群を間隔的にサンプリン
グし、また、電力パラメータに基づいて、各スマートスイッチの平均パワーを特定し、さ
らに、各スマートスイッチの平均パワー及び作動時間に基づいて、各スマートスイッチの
電力使用量を特定することにより、１つのスマート電力メータ－及び複数のスマートスイ
ッチを用いるだけで、各スマートスイッチにより制御される１つ或いは複数の電気設備の
電力使用量を自動的に統計することができ、スマート電力メーターの使用数を減少し、コ
ストを削減しつつ、人手で計量値を読み取る及び統計分析の煩雑な操作を省き、スマート
ホーム生活がより便利になる。
【００３６】
　以上の一般的な記述及び以下の詳細な記述は、例示的なものに過ぎず、本開示を限定す
るものではないと理解すべきである。
【図面の簡単な説明】
【００３７】
　　ここでの図面は、明細書の一部分として明細書全体を構成することにより、本開示に
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合致する実施例を例示するとともに、本開示の原理を解釈するためのものである。
【００３８】
【図１ａ】本開示の実施例の適用シーンを示すブロック図である。
【００３９】
【図１ｂ】一例示的実施例に係る電力使用量統計方法を示すフローチャートである。
【００４０】
【図２】一例示的実施例に係る電力使用量統計方法を示すフローチャートである。
【００４１】
【図３】一例示的実施例に係る電力使用量統計方法を示すフローチャートである。
【００４２】
【図４】一例示的実施例に係る電力使用量統計装置を示すブロック図である。
【００４３】
【図５】一例示的実施例に係る電力使用量統計装置を示すブロック図である。
【００４４】
【図６】一例示的実施例に係る電力使用量統計システムを示すブロック図である。
【００４５】
【図７】一例示的実施例に係る装置を示すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００４６】
　ここで、図面に示された例示的な実施例を詳細に説明する。以下の内容において、図面
を言及するとき、特に説明しない限り、異なる図面における同じ数字が同一または同等の
要素を示す。以下の例示的な実施例に記載の実施の形態は、本発明と一致するあらゆる実
施の形態を代表するわけではない。逆に、それらは、添付された特許請求の範囲に詳細に
記載される、本発明の一部の方面と一致する装置及び方法の例にすぎない。
【００４７】
　本開示の実施例をよりよく説明するために、以下、まず、図１ａを参照し、本開示の適
用シーンを説明し、当該システムは、１つのスマート電力メータ－１、複数のスマートス
イッチ２、１つの端末３及び無線アクセスポイント５を含み、各スマートスイッチ２は、
１つ或いは複数の電気設備４に接続され、各スマートスイッチ２は、すべてスマート電力
メーター１に接続され、各スマートスイッチ２及びスマート電力メーター１は、すべて無
線アクセスポイント５を介して端末３に無線接続される。
【００４８】
　なお、端末３には、図３、図４、及び図７に示した実施例における装置が設けられてい
る。スマート電力メーター１、各スマートスイッチ２及び端末３には、すべて無線通信モ
ジュールが設けられ、それらは、無線ネットワーク（例えばＷＩＦＩ）を介して互いに接
続されることができ、端末３が交互のデータ交換及び制御操作などを完成する。
【００４９】
　電気設備４は、例えば、テレビ、電話、ノートパソコン、プリンター、及びファックス
等の全ての家電機器を含む。
【００５０】
　図１は、一例示的実施例に係る電力使用量統計方法を示すフローチャートであり、図１
に示すように、当該方法は、１つのスマート電力メーターを利用して複数の電気設備の電
力使用量を統計し、各スマートスイッチがそれぞれ複数の電気設備の中、１つ或いは複数
に接続され、かつ各スマートスイッチのいずれもスマート電力メーターに接続され、当該
方法は、端末に用いられ、以下のステップを含む。
【００５１】
　ステップ１０１において、設定したサンプリング間隔時間でスマート電力メーターの計
量値及びスマートスイッチの状態をサンプリングし、スマート電力メーターの計量値、及
びスマートスイッチの状態を含む電力パラメータ群を数組取得する。
【００５２】
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　ステップ１０２において、複数の電力パラメータ群の一部或いは全部に基づいて、各ス
マートスイッチの平均パワーを特定する。
【００５３】
　ステップ１０３において、設定した統計時間内に各スマートスイッチの作動時間を特定
する。
【００５４】
　なお、スマートスイッチの状態は、オン状態及びオフ状態を含み、当該スマートスイッ
チに接続される電気設備のオン状態及びオフ状態に対応する。実現する場合、１つのスマ
ートスイッチが例えば冷蔵庫、給湯器等１つの電気設備を制御してもよく、１つのスマー
トスイッチが例えば充電電池に依存して作動する携帯電話や、カメラ等の複数の電気設備
を制御してもよい。
【００５５】
　作動時間内で各スマートスイッチの状態はオン状態であり、作動時間は電力使用量の統
計時間以下である。理解の便宜上、電力使用量の統計時間内、各スマートスイッチ或いは
統計しようとするスマートスイッチは、数回オン・オフしてもよく、常時オン状態であっ
てもよい。統計時間内、統計しようとするスマートスイッチが複数回オン・オフする場合
、その作動時間が統計時間より小さく、統計時間内、統計しようとするスマートスイッチ
が常時オン状態の場合、その作動時間が統計時間と等しい。実現する場合、統計時間は、
人為的に設定されることができ、例えば、一週や、一か月等に設定される。
【００５６】
　ステップ１０４において、各スマートスイッチの作動時間及び各スマートスイッチの平
均パワーに基づいて、統計時間内に各スマートスイッチの電力使用量を特定する。
【００５７】
　本開示の有益な効果は、設定したサンプリング間隔時間を用いて複数の電力パラメータ
群を間隔的にサンプリングし、また、電力パラメータに基づいて、各スマートスイッチの
平均パワーを特定し、さらに、各スマートスイッチの平均パワー及び作動時間に基づいて
、各スマートスイッチの電力使用量を特定することにより、１つのスマート電力メーター
及び複数のスマートスイッチを用いるだけで、各スマートスイッチにより制御される１つ
或いは複数の電気設備の電力使用量を自動的に統計することができ、スマート電力メータ
ーの使用数を減少し、コストを削減しつつ、人手で計量値を読み取る及び統計分析の煩雑
な操作を省き、スマートホーム生活がより便利になる。
　図２は、一例示的実施例に係る電力使用量統計方法を示すフローチャートである。図２
に示すように、当該方法は、１つのスマート電力メーターを利用して複数の電気設備の電
力使用量を統計し、各スマートスイッチがそれぞれ複数の電気設備の中、１つ或いは複数
に接続され、かつ各スマートスイッチのいずれもスマート電力メーターに接続され、当該
方法は、端末に用いられ、以下のステップを含む。
【００５８】
　ステップ２０１において、設定したサンプリング間隔時間でスマート電力メーターの計
量値及びスマートスイッチの状態をサンプリングし、スマート電力メーターの計量値、及
びスマートスイッチの状態を含む電力パラメータ群を数組取得する。
【００５９】
　本実施例において、各組の電力パラメータは、さらに、サンプリング間隔時間を含む。
なお、サンプリング間隔時間は、人為的に設定され、例えば５秒、３０秒、１分間等に設
定される。
【００６０】
　他の実施形態において、サンプリング間隔時間が一定でない方式も採用し、そのとき、
各サンプリング間隔時間を対応的に記録する必要がある。理解の便宜上、サンプリング間
隔時間が短いほど、同じ処理時間内、サンプリングして得られたデータが多く、得られた
結果もより精確になる。
【００６１】
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　実現する場合、全てのスマートスイッチに対して番号を付けて、そして、リストの形式
で各群におけるスマート電力メーターの計量値、各スマートスイッチの状態、及びサンプ
リング間隔時間を保存する。
【００６２】
　実際に適用するとき、ユーザの使用習慣或いは電気設備自身の原因等で、全ての電気設
備の状態が使用中に変化するわけではない状況が存在する可能性があり、例えば、冷蔵庫
等は、一旦オンすると長い時間（例えば３年以上）内にオフしない。このような状況に対
して、このような電気設備を制御するスマートスイッチを特別な一類にまとめてもよい。
そのとき、ステップ２０１において、当該特別なスマートスイッチ以外の各スマートスイ
ッチの状態及びスマート電力メーターの計量値を間隔的にサンプリングして電力パラメー
タ群を数組取得する必要がある。理解の便宜上、Ｎ個のスマートスイッチについて、その
中、Ｎ－１個のスマートスイッチの状態が同時に変わると、残り１つのスマートスイッチ
（即ち、上記特別なスマートスイッチ）の電力使用量も特定することができる。或いは、
図３に示した実施例における方法により実現することもできる。
【００６３】
　ステップ２０２において、数組の電力パラメータ群の中から、連続的にサンプリングし
て得られ、且つ各前記スマートスイッチの状態が変化していない少なくとも２組の第１電
力パラメータを選択する。
【００６４】
　ステップ２０３において、第１電力パラメータにおけるスマート電力メーターの計量値
に基づいて、第１電力パラメータの中、状態がオンであるスマートスイッチの第１全体平
均パワーを特定する。
【００６５】
　実現する場合、第１電力パラメータにおけるスマート電力メーターの計量値に基づいて
、第１電力パラメータの中、状態がオンであるスマートスイッチの第１全体平均パワーを
特定するステップは、
【００６６】
　少なくも２組の、最初にサンプリングして得られたスマート電力メーターの第１計量値
と最後にサンプリングして得られたスマート電力メーターの第２計量値との差を特定する
ステップと、
【００６７】
　第１計量値と第２計量値との差に基づいて、第１全体平均パワーを特定するステップと
を含むが、これらに限らない。ここで、第１全体平均パワーは、第１計量値と第２計量値
との差を、少なくとも２組の第１電力パラメータの総サンプリング時間の長さで割って得
られた値である。
【００６８】
　結果の精確性をより保証するために、実際に適用するとき、第１計量値と第２計量値と
の差を特定する前に、少なくとも２組の第１電力パラメータのサンプリングデータを選別
して、例えば、偏差の大きい１組或いは数組の電力パラメータ群のデータを削除する。
【００６９】
　ステップ２０４において、数組の電力パラメータ群の中から、連続的にサンプリングし
て得られ、且つ各スマートスイッチの状態が変化していなく、少なくとも１つのマートス
イッチの状態が第１電力パラメータの中の対応するスマートスイッチの状態と異なる少な
くとも２組の第２電力パラメータを選択する。
【００７０】
　最適な実施形態として、第２電力パラメータの中、１つのマートスイッチの状態が第１
電力パラメータの中に対応するスマートスイッチの状態と異なる。
【００７１】
　ステップ２０５において、第２電力パラメータにおけるスマート電力メーターの計量値
に基づいて、第２電力パラメータの中、状態がオンであるスマートスイッチの第２全体平
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均パワーを特定する。
【００７２】
　実現する場合、第２電力パラメータにおけるスマート電力メーターの計量値に基づいて
、第２電力パラメータの中、状態がオンであるスマートスイッチの第２全体平均パワーを
特定するステップは、
【００７３】
　第２時間帯内、最初にサンプリングして得られたスマート電力メーターの第３計量値と
最後にサンプリングして得られたスマート電力メーターの第４計量値との差の絶対値を特
定するステップと、
【００７４】
　第３計量値と第４計量値との差の絶対値に基づいて、第２全体平均パワーを特定するス
テップとを含むが、これらに限らない。ここで、第２全体平均パワーは第３計量値と第４
計量値との差の絶対値うぃ、少なくとも２組の第２電力パラメータの総サンプリング時間
の時間の長さで割って得られた値である。
【００７５】
　ステップ２０６において、第１全体平均パワー及び第２全体平均パワーに基づいて、第
１電力パラメータと第２電力パラメータの中、状態の変化したスマートスイッチの平均パ
ワーを特定する。
【００７６】
　サンプリングデータの量が十分に多い場合、ステップ２０２及びステップ２０４におい
て条件を満足する電力パラメータ群が数組があり、即ち、ステップ２０２及びステップ２
０４を数回繰り返して、複数の第１全体平均パワー及び複数の第２全体平均パワーを取得
でき、ステップ２０７において、複数の第１全体平均パワー及び複数の第２全体平均パワ
ーの平均値に基づいて、第１電力パラメータ及び第２電力パラメータの中、状態が変化す
るスマートスイッチの平均パワーを特定する。
【００７７】
　上記ステップ２０２～ステップ２０６は、何れか１つのスマートスイッチの平均パワー
を特定する方法を示し、実際に適用するとき、ステップ２０２～ステップ２０６を数回繰
り返して、各スマートスイッチの平均パワーを取得することができる。
【００７８】
　ステップ２０７において、設定した統計時間内に各スマートスイッチの作動時間を特定
する。
【００７９】
　本実施例において、設定した統計時間内に各スマートスイッチの作動時間を特定するス
テップは、
【００８０】
　各スマートスイッチをオンするためのオン指令があるか否かを検出するステップと、
【００８１】
　オン指令を検出した場合に、スマートスイッチをオンするとともに、オンしたスマート
スイッチに一対一で設置されたタイマーが計時を開始するように制御するステップと、
【００８２】
　各スマートスイッチをオフするためのオフ指令があるか否かを検出するステップと、
【００８３】
　オフ指令を検出した場合に、スマートスイッチをオフするとともに、オフしたスマート
スイッチに対応するタイマーが計時を停止するように制御するステップと、
【００８４】
　統計時間の終了時刻になったか否かを検出し、統計時間の終了時刻になった場合、タイ
マーの計量値を読み取り、タイマーの計量値に基づいて、各スマートスイッチの作動時間
を特定するステップとを含む。
【００８５】
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　理解の便宜上、実現する場合、各スマートスイッチにそれぞれ対応して１つのタイマー
が設けられ、当該タイマーは、スマートスイッチに直接に内蔵されてもよく、端末に設置
されてもよい。
【００８６】
　本実施例において、オン指令を検出して該当するタイマーを起動させるのはステップ２
０１の前に行い、一方、オフ指令を検出して該当するタイマーを停止させるのはステップ
２０１と同時に行う。
【００８７】
　ステップ２０８において、各スマートスイッチの作動時間及び各スマートスイッチの平
均パワーに基づいて、統計時間内に各スマートスイッチの電力使用量を特定する。
【００８８】
　なお、各スマートスイッチの電力使用量は、各スマートスイッチの平均パワーにその作
動時間をかけて得られた積である。
【００８９】
　実際に適用するとき、指定された電気設備の電力使用量を確認する必要がある場合、当
該電気設備を制御するスマートスイッチが統計時間内での作動時間及びその平均パワーを
特定すればよく、使用が非常に便利である。
【００９０】
　本実施例において、最初に各スマートスイッチの平均パワーを特定する場合、統計時間
内、ステップ２０１～２０６が繰り返して実行され、即ち、電力使用量の統計と平均パワ
ーの特定とは同期に行われる。理解の便宜上、各スマートスイッチの平均パワーがすべて
特定された後、これをもとにして電力使用量の統計を行う場合、統計時間内で各スマート
スイッチの作動時間を特定すればよい。
【００９１】
　以下、例を挙げてステップ２０２～ステップ２０８について説明する。
【００９２】
　現在、１つのスマート電力メーターＡ、３つのスマートスイッチＳ１、Ｓ２、Ｓ３があ
って、仮に、３つのスマートスイッチがそれぞれテレビ、電話、プリンターに接続され、
一日内、テレビ、電話、プリンターの電力使用量を統計するために、０８：００からサン
プリングを開始するとともに、スマートスイッチＳ１、Ｓ２、Ｓ３のそれぞれに接続され
た各タイマーを働かせるように制御し、サンプリング間隔時間が３０Ｓで、サンプリング
して得られた電力パラメータは、以下のようである。
（１）Ａ計量値が０．０１で、Ｓ１、Ｓ２、Ｓ３の状態がオン、オン、オンとなり、
（２）Ａ計量値が０．０２で、Ｓ１、Ｓ２、Ｓ３の状態がオン、オン、オンとなり、
（３）Ａ計量値が０．０３で、Ｓ１、Ｓ２、Ｓ３の状態がオン、オン、オンとなり、
（４）Ａ計量値が０．０３５で、Ｓ１、Ｓ２、Ｓ３の状態がオフ、オン、オンとなり、（
５）Ａ計量値が０．０４で、Ｓ１、Ｓ２、Ｓ３の状態がオフ、オン、オンとなり、
（６）Ａ計量値が０．０５で、Ｓ１、Ｓ２、Ｓ３の状態がオン、オン、オンとなり、
（７）Ａ計量値が０．０５５で、Ｓ１、Ｓ２、Ｓ３の状態がオン、オフ、オンとなり、
（８）Ａ計量値が０．０６で、Ｓ１、Ｓ２、Ｓ３の状態がオン、オフ、オンとなり、
（９）Ａ計量値が０．０６５で、Ｓ１、Ｓ２、Ｓ３の状態がオン、オン、オフとなり、
（１０）Ａ計量値が０．０７で、Ｓ１、Ｓ２、Ｓ３の状態がオン、オン、オフとなる。
【００９３】
　テレビのプリンターを制御するスマートスイッチＳ３が一日内の電力使用量を特定する
例を挙げて詳細に説明し、ステップ２０２において、（１）と（２）、（２）と（３）、
及び（１），（２）と（３）の何れか１種類の組み合わせを選択することができる。例え
ば、（１）と（２）を選択すると、ステップ２０３において、０８：００～０８：０１の
１分間内の第１全体平均パワーとして（０．０２－０．０１）／１ｍｉｎを取得し、スマ
ートスイッチＳ３の第２全体平均パワーを特定するために、ステップ２０４において、（
９）と（１０）を選択すべきであり、ステップ２０５において、第２全体平均パワーとし
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て（０．０７－０．０６５）／１ｍｉｎを取得し、説明すべきのは、ここで、第２全体平
均パワーを特定するために、ステップ２０４において必要な電力パラメータを直接に選択
した。ステップ２０６において、スマートスイッチＳ３の平均パワーとして０．００５／
１ｍｉｎを取得する。ここで、スマートスイッチＳ３に対応するタイマーが１日内の計量
値が２４０ｍｉｎであると仮定すると、スマートスイッチＳ３の１日内の電力使用量が２
４０ｍｉｎ×０．００５／１ｍｉｎであり、即ち１．２ｋＷｈである。
【００９４】
　本開示の有益な効果は、設定したサンプリング間隔時間を用いて複数の電力パラメータ
群を間隔的にサンプリングし、また、電力パラメータに基づいて、各スマートスイッチの
平均パワーを特定し、さらに、各スマートスイッチの平均パワー及び作動時間に基づいて
、各スマートスイッチの電力使用量を特定することにより、１つのスマート電力メーター
及び複数のスマートスイッチを用いるだけで、各スマートスイッチにより制御される１つ
或いは複数の電気設備の電力使用量を自動的に統計することができ、スマート電力メータ
ーの使用数を減少し、コストを削減しつつ、人手で計量値を読み取る及び統計分析の煩雑
な操作を省き、スマートホーム生活がより便利になる。また、予め数組の電力パラメータ
群をサンプリングし、そして有用なデータを選択して各スマートスイッチの平均パワー及
びそれが制御する電気設備の電力使用量を特定する形態は、データが十分の場合、得られ
る結果が比較的精確である。
【００９５】
　図３は、一例示的実施例に係る電力使用量統計方法を示すフローチャートである。図３
に示すように、当該方法は、１つのスマート電力メーターを利用して複数の電気設備の電
力使用量を統計し、各スマートスイッチがそれぞれ複数の電気設備の中、１つ或いは複数
に接続され、かつ各スマートスイッチのいずれもスマート電力メーターに接続され、当該
方法は、端末に用いられ、以下のステップを含む。
【００９６】
　ステップ３０１において、第１サンプリング時間内に各スマートスイッチの状態をその
まま維持するように制御し、設定したサンプリング間隔時間でスマート電力メーターの計
量値を間隔的にサンプリングし、第１計量値を取得する。
【００９７】
　なお、第１サンプリング時間の長さが前記サンプリング間隔時間の長さより大きく、即
ち、第１サンプリング時間内、設定したサンプリング間隔時間で電力パラメータを少なく
とも２回サンプリングするようにする。理解の便宜上、本実施例において、各組の電力パ
ラメータは、さらに、サンプリング間隔時間を含む。
【００９８】
　ステップ３０２において、第１計量値及び第１サンプリング時間に基づいて、オン状態
であるスマートスイッチの第１全体平均パワーを特定する。
【００９９】
　実現する場合、ステップ２０３と同じ形態を採用して、スマートスイッチの第１全体平
均パワーを特定でき、ここで、説明を省略する。
【０１００】
　ステップ３０３において、少なくとも１つのスマートスイッチの状態が第１サンプリン
グ時間内の対応するスマートスイッチの状態と異なる第２サンプリング時間内に、各スマ
ートスイッチの状態をそのまま維持するように制御し、設定したサンプリング間隔時間で
スマート電力メーターの計量値を間隔的にサンプリングし、第２計量値を取得する。
【０１０１】
　第２サンプリング時間の長さが前記サンプリング間隔時間の長さより大きく、即ち、第
２サンプリング時間内、設定したサンプリング間隔時間で電力パラメータを少なくとも２
回サンプリングするようにする。
【０１０２】
　実現する場合、ステップ３０１及びステップ３０３において、オン指令及びオフ指令を
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含むスイッチ制御指令に応じて、各スマートスイッチの状態を制御することができる。な
お、オン指令は、スマートスイッチをオンするためのものであり、オフ指令は、各スマー
トスイッチをオフするためのものである。
【０１０３】
　最適な実施形態として、第２サンプリング時間内、１つのスマートスイッチの状態が第
１サンプリング時間内の対応するスマートスイッチの状態と異なるように制御する。
【０１０４】
　ステップ３０４において、第２計量値及び第２サンプリング時間に基づいて、オン状態
であるスマートスイッチの第２全体平均パワーを特定する。
【０１０５】
　理解の便宜上、ステップ３０１とステップ３０２を数回繰り返して、第１計量値、第２
計量値及び第３計量値を複数取得でき、対応的に、第１全体平均パワー及び第２全体平均
パワーを複数取得でき、結果の精確性を向上させる。
【０１０６】
　ステップ３０５において、第１全体平均パワー及び第２全体平均パワーに基づいて、第
２サンプリング時間内と第１サンプリング時間内、状態が変化したスマートスイッチの平
均パワーを特定する。
【０１０７】
　上記ステップ３０１～ステップ３０５は、何れか１つのスマートスイッチの平均パワー
を特定する方法を示し、実際に適用するとき、ステップ３０１～ステップ３０５を数回繰
り返して、各スマートスイッチの平均パワーを取得することができる。
【０１０８】
　以下、図２に示した実施例における例を挙げて、ステップ３０１～３０５について説明
する。
【０１０９】
　ステップ３０１において、０８：００～０８：０１の時間帯内、スマートスイッチＳ１
、Ｓ２、Ｓ３の状態がいずれもオン状態になるように制御するとともに、３０Ｓのサンプ
リング間隔時間で２回サンプリングし、スマート電力メーターＡの第１計量値を読み取り
、ステップ３０２における第１全体平均パワーを特定することは前記ステップ２０３と同
じく、ステップ３０３において、０８：０２～０８：０４時間帯内、スマートスイッチＳ
１、Ｓ２、Ｓ３の状態がそれぞれオン、オン、オフになるように制御する。ステップ３０
４と３０５における第２全体平均パワー及び平均パワーを特定することは前記ステップ２
０５とステップ２０６と同じである。
【０１１０】
　ステップ３０６において、設定した統計時間内に各スマートスイッチの作動時間を特定
する。
【０１１１】
　ステップ３０７において、各スマートスイッチの作動時間及び各スマートスイッチの平
均パワーに基づいて、統計時間内に各スマートスイッチの電力使用量を特定する。
【０１１２】
　ステップ３０６と３０７は前記ステップ２０７と２０８と同じ、ここでは省略する。
【０１１３】
　説明すべきことは、本実施例において、各スマートスイッチの平均パワーを特定するス
テップは、電力使用量を統計する前に完成する。
【０１１４】
　本開示の有益な効果は、設定したサンプリング間隔時間を用いて複数の電力パラメータ
群を間隔的にサンプリングし、また、電力パラメータに基づいて、各スマートスイッチの
平均パワーを特定し、さらに、各スマートスイッチの平均パワー及び作動時間に基づいて
、各スマートスイッチの電力使用量を特定することにより、１つのスマート電力メーター
及び複数のスマートスイッチを用いるだけで、各スマートスイッチにより制御される１つ
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或いは複数の電気設備の電力使用量を自動的に統計することができ、スマート電力メータ
ーの使用数を減少し、コストを削減しつつ、人手で計量値を読み取る及び統計分析の煩雑
な操作を省き、スマートホーム生活がより便利になる。また、各スマートスイッチ状態を
直接に制御して必要な電力パラメータを取得することにより、各スマートスイッチの平均
パワーとそれが制御する電気設備の電力使用量を特定する方式を採用して、操作が簡単で
、実現の効率が高い。
【０１１５】
　図４は、一例示的実施例に係る電力使用量統計装置を示すブロック図である。図４を参
照し、当該装置は、サンプリングモジュール４１、パワー特定モジュール４２、時間特定
モジュール４３、及び電力特定モジュール４４を含む。
【０１１６】
　当該サンプリングモジュール４１は、設定したサンプリング間隔時間でスマート電力メ
ーターの計量値及びスマートスイッチの状態をサンプリングし、スマート電力メーターの
計量値、及びスマートスイッチの状態を含む電力パラメータ群を数組取得するように配置
される。
【０１１７】
　当該パワー特定モジュール４２は、複数の電力パラメータ群の一部或いは全部に基づい
て、各スマートスイッチの平均パワーを特定するように配置される。
【０１１８】
　当該時間特定モジュール４３は、設定した統計時間内に各スマートスイッチの作動時間
を特定するように配置される。
【０１１９】
　当該電気使用量特定モジュール４４は、各スマートスイッチの作動時間及び各スマート
スイッチの平均パワーに基づいて、統計時間内に各スマートスイッチの電力使用量を特定
するように配置される。
【０１２０】
　本開示の有益効果は、スマート電力メーターの計量値及び全てのスマートスイッチの状
態を取得して何れかのスマートスイッチの平均パワーを特定し、そして、平均パワーに基
づいて、何れかのスマートスイッチの電力使用量を特定し、１つのスマート電力メーター
と複数のスマートスイッチを利用して各スマートスイッチにより制御されるデバイスの電
力使用量を統計して、スマート電力メーターの使用数を減少し、人手での統計及び分析の
煩雑な操作を省き、スマートホーム生活がより便利になる。
【０１２１】
　図５は、一例示的実施例に係る電力使用量統計装置を示すブロック図である。図５を参
照し、当該装置は、サンプリングモジュール５１、パワー特定モジュール５２、時間特定
モジュール５３と電力特定モジュール５４を含む。
【０１２２】
　当該サンプリングモジュール５１は、設定したサンプリング間隔時間でスマート電力メ
ーターの計量値及びスマートスイッチの状態をサンプリングし、スマート電力メーターの
計量値、及びスマートスイッチの状態を含む電力パラメータ群を数組取得するように配置
される。
【０１２３】
　当該パワー特定モジュール５２は、複数の電力パラメータ群の一部或いは全部に基づい
て、各スマートスイッチの平均パワーを特定するように配置される。
【０１２４】
　当該時間特定モジュール５３は、設定した統計時間内に各スマートスイッチの作動時間
を特定するように配置される。
【０１２５】
　当該電気使用量特定モジュール５４は、各スマートスイッチの作動時間及び各スマート
スイッチの平均パワーに基づいて、統計時間内に各スマートスイッチの電力使用量を特定
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するように配置される。
【０１２６】
　１つの実施形態において、パワー特定モジュール５２は、第１選択ユニット５２１、第
１特定ユニット５２２、第２選択ユニット５２３、第２特定ユニット５２４、及び第３特
定ユニット５２５を含む。
【０１２７】
　当該第１選択ユニット５２１は、数組の電力パラメータ群の中から、連続的にサンプリ
ングして得られた少なくとも２組の第１電力パラメータを選択し、少なくとも２組の第２
電力パラメータにおける各前記スマートスイッチの状態は変化していないように配置され
る。
【０１２８】
　当該第１特定ユニット５２２は、第１電力パラメータにおけるスマート電力メーターの
計量値に基づいて、第１電力パラメータの中、状態がオンであるスマートスイッチの第１
全体平均パワーを特定するように配置される。
【０１２９】
　当該第２選択ユニット５２３は、数組の電力パラメータ群の中から、連続的にサンプリ
ングして得られた少なくとも２組の第２電力パラメータを選択し、少なくとも２組の当該
第２電力パラメータの中、各スマートスイッチの状態は変化せず、且つ、第２電力パラメ
ータの中、少なくとも１つのスマートスイッチの状態が第１電力パラメータの中の対応す
るスマートスイッチの状態と異なるように配置される。
【０１３０】
　当該第２特定ユニット５２４は、第２電力パラメータにおけるスマート電力メーターの
計量値に基づいて、第２電力パラメータの中、状態がオンであるスマートスイッチの第２
全体平均パワーを特定するように配置される。
【０１３１】
　当該第３特定ユニット５２５は、第１全体平均パワー及び第２全体平均パワーに基づい
て、第１電力パラメータと第２電力パラメータの中、状態の変化したスマートスイッチの
平均パワーを特定する。
【０１３２】
　他の実施形態において、サンプリングモジュール５１は、第１制御ユニット５１１及び
第２制御ユニット５１２を含む。
【０１３３】
　当該第１制御ユニット５１１は、第１サンプリング時間内に各スマートスイッチの状態
をそのまま維持するように制御し、設定したサンプリング間隔時間でスマート電力メータ
ーの計量値を間隔的にサンプリングし、第１計量値を取得するように配置される。
【０１３４】
　当該第２制御ユニット５１２は、第２サンプリング時間内に各スマートスイッチの状態
をそのまま維持するように制御し、設定したサンプリング間隔時間でスマート電力メータ
ーの計量値を間隔的にサンプリングし、第２計量値を取得し、第２サンプリング時間内、
少なくとも１つのスマートスイッチの状態が第１サンプリング時間内の対応するスマート
スイッチの状態と異なるように配置される。
【０１３５】
　このような実施形態において、当該第１特定ユニット５２２は、さらに、第１計量値及
び第１サンプリング時間に基づいて、オン状態であるスマートスイッチの第１全体平均パ
ワーを特定する。
【０１３６】
　当該第２特定ユニット５２４は、さらに、第２計量値及び第２サンプリング時間に基づ
いて、オン状態であるスマートスイッチの第２全体平均パワーを特定する。
【０１３７】
　当該第３特定ユニット５２５は、さらに、第１全体平均パワー及び第２全体平均パワー
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に基づいて、第２サンプリング時間内と第１サンプリング時間内、状態が変化したスマー
トスイッチの平均パワーを特定する。
【０１３８】
　本実施例において、時間特定モジュール５３は、受信ユニット５３１、制御ユニット５
３２、検出ユニット５３３、オンユニット５３４、オフユニット５３５、及び処理ユニッ
ト５３６を含む。
【０１３９】
　当該受信ユニット５３１は、オン指令及びオフ指令を含むスイッチ制御指令を受信する
。
【０１４０】
　当該制御ユニット５３２は、スイッチ制御指令に基づいて、各スマートスイッチの状態
を制御する。
【０１４１】
　当該検出ユニット５３３は、各スマートスイッチをオンするためのオン指令があるか否
かを検出する。
【０１４２】
　当該オンユニット５３４は、オン指令を検出した場合に、スマートスイッチをオンする
とともに、オンしたスマートスイッチに一対一で設置されたタイマーが計時を開始するよ
うに制御する。
【０１４３】
　当該検出ユニット５３３は、さらに、各スマートスイッチをオフするためのオフ指令が
あるか否かを検出する。
【０１４４】
　当該オフユニット５３５は、オフ指令を検出した場合に、スマートスイッチをオフする
とともに、オフしたスマートスイッチに対応するタイマーが計時を停止するように制御す
る。
【０１４５】
　当該処理ユニット５３６は、統計時間の終了時刻になったか否かを検出し、統計時間の
終了時刻になった場合、タイマーの計量値を読み取り、タイマーの計量値に基づいて、各
スマートスイッチの作動時間を特定する。
【０１４６】
　本開示の有益効果は、スマート電力メーターの計量値及び全てのスマートスイッチの状
態を取得して何れかのスマートスイッチの平均パワーを特定し、そして、平均パワーに基
づいて、何れかのスマートスイッチの電力使用量を特定し、１つのスマート電力メーター
と複数のスマートスイッチを利用して各スマートスイッチにより制御されるデバイスの電
力使用量を統計して、スマート電力メーターの使用数を減少し、人手での統計及び分析の
煩雑な操作を省き、スマートホーム生活がより便利になる。
【０１４７】
　上記実施例における装置の各モジュールが操作を実行する具体的な形態は、関連する方
法の実施例で詳細に記述したため、ここでは詳細な説明を省略する。
【０１４８】
　図６は、一例示的実施例に係る電力使用量統計システムを示しブロック図である。図６
を参照し、当該システムは、１つのスマート電力メーター１、複数のスマートスイッチ２
、及び１つの端末３を含み、各スマートスイッチ２は、１つ或いは複数の電気設備４に接
続され、各スマートスイッチ２は、いずれもスマート電力メーター１に接続され、各スマ
ートスイッチ２及びスマート電力メーター１は、いずれも端末３に無線接続され、当該端
末３内に図４と図５に示した実施例における装置が設けられている。
【０１４９】
　なお、スマート電力メーター、全てのスマートスイッチ及び端末には、それぞれ無線通
信モジュールが搭載され、それらは、無線ネットワーク（例えばＷＩＦＩ）を介して互い



(20) JP 6474796 B2 2019.2.27

10

20

30

40

50

に接続することができる。電気設備４は、例えば、テレビ、電話、ファックス、ノートブ
ック等を含む全ての家電機器である。
【０１５０】
　本開示の有益効果は、スマート電力メーターの計量値及び全てのスマートスイッチの状
態を取得して何れかのスマートスイッチの平均パワーを特定し、そして、平均パワーに基
づいて、何れかのスマートスイッチの電力使用量を特定し、１つのスマート電力メーター
と複数のスマートスイッチを利用して各スマートスイッチにより制御されるデバイスの電
力使用量を統計して、スマート電力メーターの使用数を減少し、人手での統計及び分析の
煩雑な操作を省き、スマートホーム生活がより便利になる。
【０１５１】
　図７は、一例示的な実施例に係る電力使用量を統計するための装置８００を示すブロッ
ク図である。例えば、装置８００はコンピュータ、タブレットデバイス、ＰＤＡ等である
。
【０１５２】
　図８を参照して、装置８００は、プロセスアセンブリ８０２、メモリ８０４、電源アセ
ンブリ８０６、入出力（Ｉ／Ｏ）インターフェイス８１２、センサアセンブリ８１４、及
び通信アセンブリ８１６のような一つ以上のアセンブリを含んでよい。
【０１５３】
　プロセスアセンブリ８０２は、一般的には装置８００の全体の操作を制御するものであ
り、例えば、表示、電話呼び出し、データ通信、カメラ操作、及び記録操作と関連する操
作を制御する。プロセスアセンブリ８０２は、一つ以上のプロセッサ８２０を含み、これ
らによって命令を実行することにより、上記の方法の全部、或は一部のステップを実現す
るようにしてもよい。なお、プロセスアセンブリ８０２は、一つ以上のモジュールを含み
、これらによってプロセスアセンブリ８０２と他のアセンブリの間のインタラクションを
容易にするようにしてもよい。例えば、プロセスアセンブリ８０２は、マルチメディアモ
ジュールを含み、これらによってマルチメディアアセンブリ８０８とプロセスアセンブリ
８０２の間のインタラクションを容易にするようにしてもよい。
【０１５４】
　メモリ８０４は、各種類のデータを記憶することにより装置８００の操作を支援するよ
うに構成される。これらのデータの例は、装置８００において操作されるいずれのアプリ
ケーションプログラム又は方法の命令、連絡対象データ、電話帳データ、メッセージ、画
像、ビデオ等を含む。メモリ８０４は、いずれの種類の揮発性メモリ、不揮発性メモリ記
憶デバイスまたはそれらの組み合わせによって実現されてもよく、例えば、ＳＲＡＭ（Ｓ
ｔａｔｉｃ Ｒａｎｄｏｍ Ａｃｃｅｓｓ Ｍｅｍｏｒｙ）ＥＥＰＲＯＭ（Ｅｌｅｃｔｒｉ
ｃａｌｌｙ Ｅｒａｓａｂｌｅ Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ Ｒｅａｄ－Ｏｎｌｙ Ｍｅｍｏ
ｒｙ）、ＥＰＲＯＭ（Ｅｒａｓａｂｌｅ Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ Ｒｅａｄ Ｏｎｌｙ 
Ｍｅｍｏｒｙ）、ＰＲＯＭ（Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ ＲＯＭ）、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ Ｏ
ｎｌｙ Ｍｅｍｂｅｒ）、磁気メモリ、フラッシュメモリ、磁気ディスク、或いは光ディ
スクである。
【０１５５】
　電源アセンブリ８０６は、装置８００の多様なアセンブリに電力を供給する。電源アセ
ンブリ８０６は、電源管理システム、一つ以上の電源、及び装置８００のための電力の生
成、管理及び割り当てに関連する他のアセンブリを含んでもよい。
【０１５６】
　マルチメディアアセンブリ８０８は、前記装置８００とユーザの間に一つの出力インタ
ーフェイスを提供するスクリーンを含む。上記の実施例において、スクリーンは液晶モニ
ター（ＬＣＤ）とタッチパネル（ＴＰ）を含んでもよい。スクリーンがタッチパネルを含
むことにより、スクリーンはタッチスクリーンを実現することができ、ユーザからの入力
信号を受信することができる。タッチパネルは一つ以上のタッチセンサを含んでおり、タ
ッチ、スライド、及びタッチパネル上のジェスチャを検出することができる。前記タッチ
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センサは、タッチ、或はスライドの動作の境界だけでなく、前記のタッチ、或はスライド
操作に係る継続時間及び圧力も検出できる。上記の実施例において、マルチメディアアセ
ンブリ８０８は、一つのフロントカメラ、及び／又はリアカメラを含む。装置８００が、
例えば撮影モード、或はビデオモード等の操作モードにある場合、フロントカメラ、及び
／又はリアカメラは外部からマルチメディアデータを受信できる。フロントカメラとリア
カメラのそれぞれは、一つの固定型の光レンズ系、或は可変焦点距離と光学ズーム機能を
有するものであってもよい。
【０１５７】
　オーディオアセンブリ８１０は、オーディオ信号を入出力するように構成されてもよい
。例えば、オーディオアセンブリ８１０は、一つのマイク（ＭＩＣ）を含み、装置８００
が、例えば呼出しモード、記録モード、及び音声認識モード等の操作モードにある場合、
マイクは外部のオーディオ信号を受信することができる。受信されたオーディオ信号は、
さらにメモリ８０４に記憶されたり、通信アセンブリ８１６を介して送信されたりされる
。上記の実施例において、オーディオアセンブリ８１０は、オーディオ信号を出力するた
めの一つのスピーカーをさらに含む。
【０１５８】
　Ｉ／Ｏインターフェイス８１２は、プロセスアセンブリ８０２と周辺インターフェイス
モジュールの間にインターフェイスを提供するものであり、上記周辺インターフェイスモ
ジュールは、キーボード、クリックホイール、ボタン等であってもよい。これらのボタン
は、ホームボタン、ボリュームボタン、起動ボタン、ロッキングボタンを含んでもよいが
、これらに限定されない。
【０１５９】
　センサアセンブリ８１４は、装置８００に各方面の状態に対する評価を提供するための
一つ以上のセンサを含む。例えば、センサアセンブリ８１４は、装置８００のＯＮ／ＯＦ
Ｆ状態、装置８００のディスプレイとキーパッドのようなアセンブリの相対的な位置決め
を検出できる。また、例えば、センサアセンブリ８１４は、装置８００、或は装置８００
の一つのアセンブリの位置変更、ユーザと装置８００とが接触しているか否か、装置８０
０の方位、又は加速／減速、装置８００の温度の変化を検出できる。センサアセンブリ８
１４は、何れの物理的接触がない状態にて付近の物体の存在を検出するための近接センサ
を含んでもよい。センサアセンブリ８１４は、撮影アプリケーションに適用するため、Ｃ
ＭＯＳ、又はＣＣＤ図像センサのような光センサを含んでもよい。上記の実施例において
、当該センサアセンブリ８１４は、加速度センサ、ジャイロスコープセンサ、磁気センサ
、圧力センサ、及び温度センサをさらに含んでもよい。
【０１６０】
　通信アセンブリ８１６は、装置８００と他の機器の間に有線、又は無線形態の通信を提
供する。装置８００は、例えばＷｉＦｉ、２Ｇ、３Ｇ、或はこれらの組み合わせのような
、通信規格に基づいた無線ネットワークに接続されてもよい。一つの例示的な実施例にお
いて、通信アセンブリ８１６は、放送チャンネルを介して外部の放送管理システムからの
放送信号、又は放送に関連する情報を受信する。一つの例示的な実施例において、前記通
信アセンブリ８１６は、近距離無線通信（ＮＦＣ）モジュールをさらに含むことにより、
近距離通信を推進するようにする。例えば、ＮＦＣモジュールは、ＲＦＩＤ（Ｒａｄｉｏ
 Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ ＩＤｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ）技術、ＩｒＤＡ（Ｉｎｆｒａｒｅ
ｄ Ｄａｔａ Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ）技術、ＵＷＢ（Ｕｌｔｒａ　Ｗｉｄｅ Ｂａｎｄ
）技術、ＢＴ（Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ）技術、他の技術に基づいて実現できる。
【０１６１】
　例示的な実施例において、装置８００は、一つ以上のＡＳＩＣ（Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏ
ｎ Ｓｐｅｃｉｆｉｃ Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ Ｃｉｒｃｕｉｔ）、ＤＳＰ（Ｄｉｇｉｔａ
ｌ Ｓｉｇｎａｌ Ｐｒｏｃｅｓｓｏｒ）、ＤＳＰＤ（Ｄｉｇｉｔａｌ Ｓｉｇｎａｌ Ｐｒ
ｏｃｅｓｓｉｎｇ Ｄｅｖｉｃｅ）、ＰＬＤ（Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ Ｌｏｇｉｃ Ｄ
ｅｖｉｃｅ）、ＦＰＧＡ（Ｆｉｅｌｄ－Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ Ｇａｔｅ Ａｒｒａｙ
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）、コントローラ、マイクロコントローラ、マイクロプロセッサ、または他の電子部品に
よって実現されるものであり、上記方法を実行する。
【０１６２】
　例示的な実施例において、さらに、命令を含むコンピュータで読み取り可能な非一時的
な記憶媒体、例えば命令を含むメモリ８０４を提供しており、装置８００のプロセッサ８
２０により上記命令を実行して上記方法を実現する。例えば、前記コンピュータで読み取
り可能な非一時的な記憶媒体は、ＲＯＭ、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ－Ａｃｃｅｓｓ Ｍｅｍ
ｏｒｙ）、ＣＤ－ＲＯＭ（Ｃｏｍｐａｃｔ Ｄｉｓｃ ＲＯＭ）、磁気テープ、フロッピー
ディスク、光データ記憶デバイス等である。
【０１６３】
　当業者は、本明細書に開示された発明の詳細を考慮し、実施することにより、本発明の
他の実施方案を容易に想定することができる。本出願は、本発明のいかなる変形、用途、
又は適応的な変化を含むことを目的としており、いかなる変形、用途、又は適応的な変化
は、本発明の一般原理に基づき、且つ本開示において公開されていない本技術分野におい
ての公知常識又は慣用技術手段を含む。明細書及び実施例は、例示的なものを開示してお
り、本発明の保護範囲と主旨は、特許請求の範囲に記述される。
【０１６４】
　本発明は、上記において開示された構成又は図面に示した構造に限定されるものではな
く、本発明の範囲内であれば、様々な補正又は変更を行うことができる。本発明の範囲は
、特許請求の範囲により制限される。
 

【図１ａ】 【図２】
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